
をさせない家に！

放火火災の特徴

夜８時～
深夜０時に多い

車庫や物置が
狙われやすい

初期発見が
遅れ被害が
拡大しやすい

横浜市消防局マスコットキャラクター
ハマくん



ごみ捨ては決められた日時、場所に出す

家の周りは照明などで
明るくする

車庫や物置には鍵をかける

燃えやすいものを置かない
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放火を防ぐために、できること

もしもの時のために、
消火器などを準備しておきましょう！！

もしも「放火かも？」と思ったら…

火のつけられた形跡（不自然な出火場所、複数の火元など）が
ある時は警察と消防にお知らせください。

前夜から出しておくと、
放火の標的になります。

侵入を防ぐことで
放火のリスクを減らせ
ます。

センサーライトの設置や
夜間の転倒を心がけましょう。

新聞や段ボールは外に
置いておかないようにしましょう。
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